
⇒

⇒

　・「前時の内容の確認」「基礎基本の確認」　や「授業の振
り返り」　等を教員が意識し、生徒に働きかける時間をと
る。【毎授業で5分実施】
・基礎学力の向上を目指し、川通中チャレンジﾞカップ（Ｋ
ｃＣ）を５教科で実施する。　【毎学期１回以上実施】

思考・判断・表現

・「グラフや表からの読み取り方」、「考察など考えをまとめる文章の型」　等を具体的に教える。【毎学期１
回以上実施】
・生徒が作品・レポート等に取り組む際、評価の観点を明示し、生徒が思考したプロセスにコメントを付記し
て評価する。【毎回実施】
・文系科目では、自分の考えを表現する機会を取り入れる【毎学期複数回実施】
・協働的な学びを通して考えたり、表現したりすることができるようにするために、共同編集を用いた活動
を取り入れる。【R６年度さいたま市学習状況調査「学級の友達との間で話し合う活動を通じて自分の考え
を深めたり、広げたりすることができていますか」の質問項目において、肯定的な回答の割合が７０％以
上】。

【学習上の課題】
文系科目では、文章で答える記述問題、理系科目で
はグラフや図を用いた問題の解答に課題が見られ
た。
【指導上の課題】
結果をグラフや図にまとめる活動や考察や考えをま
とめる活動が少ない。

知識・技能

【学習上の課題】
基礎的・基本的な知識・技能の習得状況が低い。
【指導上の課題】
取得した知識・技能を活用する活動を設定しにく
い。

授業改善策【評価方法】学習上・指導上の課題
①

今年度の課題と授業改善策

知識・技能

思考・判断・表現

③
評価（※）

中間期見直し中間期報告

授業改善策の達成状況 授業改善策【評価方法】

知識・技能

思考・判断・表現

さいたま市学習状況調査結果について（分析・考察）④

思考・判断・表現

知識・技能

評価（※） 授業改善策の達成状況⑤

思考・判断・表現

② 全国学力・学習状況調査結果について（分析・考察）

知識・技能

次年度への課題と授業改善策

思考・判断・表現

知識・技能

⑥

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）

令和６年度版「学力向上ポートフォリオ（学校版）」【川通中学校】

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


